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IHE内視鏡とは 

内視鏡分野→消化器、気管支、外科・・・ 
現在のIHE内視鏡TFは、上部及び下部の消化器
内視鏡を対象としている。 

使用する標準規格 
HL7 
DICOM 
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標準化活動の経緯と現状 
2003.09 WG発足 経済産業省の委託事業 
        「相互運用性実証事業」の内視鏡部門 
2005.12 TF Vol.Ｉ(統合プロファイル) 
2006.09 英語版作成 IHE-International に紹介 

ｰ その後 Vol.ＩＩ（トランザクション）検討 ｰ 
2008.08 オーダ連携（JAHIS内視鏡データ交換規約Ver.1.0)           
2010.05  実施情報連携（JAHIS内視鏡データ交換規約Ver.2.0)  

2010.07 IHE内視鏡TF VolI～III (Trial Implementation) 
2011.04 内視鏡国際ドメインミーティング 
2011.11 内視鏡国際ドメインミーティング 
2012.04 内視鏡国際ドメインミーティング 
現在  検査画像情報(DICOM）連携を検討中 
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そもそも何故内視鏡のIHEが必要か？ 
－ 放射線との違い１：ワークフロー 

放射線の場合 内視鏡の場合 

検査終了 

（診断対象としての）
画像取得 

診断 

レポート作成 

検査中のリアルタイム画像に
よる診断 

（診断記録としての）
画像取得 

レポート作成 

検査終了 
•画像取得をしないと診断ができない
というわけではない。 

•レポートは必要である。 

検査オーダ 検査オーダ 
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そもそも何故内視鏡のIHEが必要か？ 
－ 放射線との違い２：他部門へのオーダ 

放射線の場合 内視鏡の場合（生検を行った場合） 

主治医 主治医 

生理
部門 

オーダ 
結果 オーダ 

結果 

放射線
部門 

生理
部門 

内視鏡
部門 

病理
部門 

内視鏡医による
病理オーダ 結果 

オーダ 
結果 オーダ 

結果 

病理部門へのオーダをあらか
じめ織り込む必要がある！ 
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病理部門との連携 

 当初の考え方 
内視鏡部門から病理部門に対し直接病理オーダを行う 

 現在の考え方 
内視鏡部門から直接オーダを出すことはしない 
病理部門へのオーダはHISが行う 
内視鏡部門からHISに対し、病理オーダを行うのに必要
な情報提供を行い、トリガをかける 

他部門にも同様
のケース→オー

ダが入り乱れて
管理が大変 

HISからもオーダし
てしまったら？ 
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IHE内視鏡の統合プロファイルと実装ロードマップ 
本年度のコネクタソンの範囲 

 

第１段階 
部門・院内システム間の
標準化 

第２段階 
部門で使用するレポート
作成支援システムの標
準化 

第３段階 
部門で使用する画像
システムの標準化 

EWF（本年度のコネクタソンの対象） 

ゴール：アクタ間が標準化され部門内外
が有機的に結合している美しい世界 

１．まずは病院全体の中
での内視鏡の場所を明確
にしたいですよね？家に
例えると、隣の家との境
界を明確にして争いの芽
をつむことです。 

２．次に自分の家の中
の最重要部分を手が
けませんか？ 

３．さらに自分の家の
庭まで含めて完璧に
仕上げるというのはど
うでしょう？ 

EIA(現在検討中） 

  HL7 

DICOM 



2012年度のEWFの審査 範囲 
審査する 審査しない 

希望に応じて審査する 
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HIS側のアクタ 

内視鏡部門システム側のアクタ 
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EWFのアクタ概要（１） 

 HIS側のアクタ 
OP 

オーダを発生させるアクタ 
Order Trigger Manager （OTM） 

内視鏡部門から病理部門への部門間オーダにおいて、
HISが仲介するための要のアクタ。 

検査レポートから、OPが病理オーダを出すのに必要
な情報を取り出し、OPにトリガをかける。 

本来OPの拡張機能であることから、OPに実装される
と考え、OPとの間のトランザクションは定義していない。 
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EWFのアクタ概要（２） 

内視鏡部門側のアクタ 
EOF 

部門側においてオーダを実行・管理するアクタ。 
Endoscopy Report Creator （ERC） 

内視鏡検査レポートの作成支援をするアクタ。 
作成した報告書をOrder Trigger Managerに送信する。 

Execution Information Creator （EIC） 
実施情報（手技、術者、使用物品 .etc）を作成してOP
に送信するアクタ。 
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EWFのトランザクション概要（１） 
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EWFのトランザクション概要（２）＜必須＞ 
内視鏡検査依頼（Endo1) 
内視鏡オーダメッセージ。
放射線と基本は同じ。 

OMGメッセージを使用。 
患者到着通知(Endo2) 
患者の到着をOPに知らせ、

これ以降のオーダ内容の
変更を防止する。 

ORUメッセージを使用。 

OP EOF 

OMG^O19 
 

 
New Order from Order 
Placer 

OMG 
(Cancel) 
 

 

Order cancelled by Order 
Placer 

ORG^O20 
 

 
Response  

OP EOF 

Patient Arrival Notification ORU^R01 



IHE Connectathon Vendor Workshop 
2012/5/25 

EWFのトランザクション概要（3）＜必須＞ 
検査報告書通知（Endo3) 
病理検査依頼のために報
告書を使い情報提供する。 

MDMメッセージを使用。 
実施情報通知(Endo4) 
実施情報をOPに知らせる。 
UIDを送ることのできる

OMIメッセージを使用。 
オーダのOMIメッセージと
区別するためにトリガイベ
ントをZ23としている。 

Observation Report 
Notification 

MDM^T02 

Order Trigger 
Manager 

Enoscopy 
Report Creator 

Endoscopy Execution 
Information Notification 

OMI^Z23 

ORI^O24 Response  

OP 
Execution Information 
Creator 

本年度も審査対象から外します。 
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EWFのトランザクション概要（4）実施情報 
 実施情報はZE1セグメントを使い記述する。 
 手技（例：上部消化管検査、生検等）毎にZE1を持ち、ZE1中

のOBXに詳細を記述する。（放射線とZE1の使い方が異なる
ので注意） 

手技 

実施者 

介助者 

手技時刻 

医事加算情報 

使用薬品 

使用機材 
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EWFのトランザクション概要（5）＜コンディショナル＞ 

内視鏡検査通知（Endo5) 
関係アクタに検査情報を
通知する。 

OMIメッセージを使用。 
検査報告書状態通知

(Endo6) 
検査報告書完了・実施情
報入力完了＝検査終了を
EOFに通知する。 

MDMメッセージを使用。 

Endoscopy Order 
Filling 

OMI^O23 

ORI^O24 Response  

Endoscopy Report Creator 
Execution Information 
Creator 

EOF 

Endoscopy Status 
Notification 

MDM^T01 

EOF 
Endoscopy Report Creator 
Execution Information 
Creator 
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資料 
 IHE Endoscopy Technical Framework 

Year 4: 2009-2010（トライアルインプリメンテーショ
ン版） 

Volume I,II,III 
http://www.ihe-j.org/tf/endoscopy02/index.html 

 JAHIS内視鏡データ交換規約Ver2.0 
http://www.jahis.jp/jahis_hyojyun/seiteizumi_hyojyun-2/ 

http://www.ihe-j.org/tf/endoscopy02/index.html�
http://www.jahis.jp/jahis_hyojyun/seiteizumi_hyojyun-2/�
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ご清聴ありがとうございました 
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